
  
    [image: ]

  




株式会社 ぶんか社
 


妊活！絶倫夫の産み分けエッチが激しすぎるっ





黄田原秋生・著

春瀬なつた・イラスト









※本作品の内容はすべてフィクションです。

　実在の人物・団体・事件などには一切関係ありません。








「お電話ありがとうございます。サクラノマチ化粧品、オペレーター田た中なかが承ります」

「サンプルのお申し込みありがとうございます。では、お客様のお名前とご住所、電話番号をお聞かせください」

　太陽の光が差し込むオフィスの中、ブースで区切られたオペレーターの席からは、通販受付の声が次々と聞こえてくる。私も、自分のブースの中でヘッドセットをつけながら、電話機の受電のボタンが光るのを待つ。赤い受電ボタンが光るのと同時に、私はその通話を受ける。

「お電話ありがとうございます。サクラノマチ化粧品です。オペレーターの小こ泉いずみが承ります」

　いつもどおり、『笑え声ごえ』と呼ばれてる営業用の愛想の良い声で、私は電話に出る。仕事は、化粧品会社の通販の電話オペレーターだ。私、小泉新にい菜なは、ここで働き始めて三年の契約社員で、毎日毎日、メイン購買層である高齢女性のお客様の注文を承り、八時から二十一時まで早番中番遅番の、三交代の勤務をしている。

　時計の針が十二時を指して、早番の私たちの昼休憩の時間になった。オペレーターは基本的に女性ばかりだから、休憩室はいつも姦かしましいという形容がぴったりな賑にぎやかさだった。

「はい、小泉さんお茶どーぞ」

「安やす田ださんありがと〜」

　入社研修の時に知り合った安田さんとは同い年でなんやかや気も合い、休憩がかぶる時は一緒に昼食をとる。出来合いのお総菜を詰めただけの、手抜きの私のお弁当とは違い、安田さんのお弁当はいつも手が込んでいて美お味いしそうだ。

　でも夫が食品工場勤務のおかげで社食も完備されているし、自分の分しか作らないんだから、仕方ないんだ。私はそんな言い訳をしながら、自然解凍が売りの冷食のハンバーグを口に入れる。

「え？　三人目デキたの？」

「良かったじゃん、おめでと！」

　後ろのテーブルの会話に、つい耳をそばだててしまった。振り返れば、先輩オペレーターの竹たけ下したさんが、ニコニコしながらみんなからのお祝いを聞いている。

「うん、昨日母子手帳もらってきたとこで、まだどうなるかわかんないけどね。そろそろ悪阻つわりっぽくてさ、迷惑かけるかもだから言っておこうと思って〜」

　ちょっとしんみりしながら竹下さんが言うのを、私は複雑な気持ちで聞いていた。座り仕事だし、お互いの仕事をカバーしあえる環境でもあるし、この職場では妊娠してもお腹が大きくなるまで働く人も多い。時間交代制で残業もほとんどないので家庭との両立もしやすく、ママさんオペレーターも多かった。この地方都市では貴重な職種で、みんながなかなか辞めないのもよくわかる。

「いいな〜……」

「あ、小泉さん妊活中だっけ。最近、どう？」

「全然だめ……。先週生理来ちゃったし……」

　私は安田さんの質問に、ため息で返す。

「……旦那さんとエッチ、してる？」

　小声で、もう本当にぎりぎり聞こえるくらいの小声で、安田さんが聞いてきた。私は真っ赤になり、まるで、どこかの郷土玩具の牛のようにガクガクとうなずいた。

　そう。セックスは、している。というか、だいぶ回数は多い方だと思う。

（清きよ和かずくん、エッチ好きだもんなぁ）

　旦那さんの清和くんを思い出す。ぶっちゃけ週三か週四か、生理の時を除き、一日おきくらいのペースでしている。他のご夫婦の事情はソコまで詳しくないけれど、決して少なくはないだろう。

　以前の清和くんは、食品工場でも製造ラインのマネジャーで、夜勤もあるようなシフトで、昼間仕事の私とは時間が合わなかった。しかし、この春に生産管理課に移動し、デスクワークになってからというもの、一緒の時間が自然と増えて、エッチの頻度もだいぶあがったと思う。清和くんが昼勤のうちに妊娠出産を済ませることが出来れば、伝え聞いている妊娠中や新生児の間の、大変な時期も乗り越えられるんじゃないのか、という計算もあった。

「うー、今がチャンスなのになぁ、妊活……」

「ウチはまだ、子どもはいいかなー。貯金もっとしなきゃいけないし」

「えーでも、安田さんもだけど、私ら今年二十九歳じゃない？　産むときに二十代でいたくない？」

　私の必死の言葉に、安田さんが笑った。

「あはは、確かに！」

　笑いながらお互いに食べ終わったお弁当箱のフタを閉め、後片付けをしていく。あとはトイレに行って歯磨きをして、少しスマホでも覗いて、すぐに午後の勤務だ。

「今日、十四時から番ばん宣せん入るから、忙しいかなー」

「先週の番宣、入電すごかったからね。がんばっていこうね！」

　気合を入れてくれる安田さんにうなずきつつ、私は午後からの仕事に備えることにした。

　

　妊娠にいい、と言われてることは、だいたい試していると思う。葉酸サプリも飲んでいるし、基礎体温も計って排卵日には必ずセックスをするようにしている。半信半疑だけど、妊活ヨガ、なんて雑誌に載っていた写真を参考に、毎日体を曲げたり伸ばしたりもしている。

（……妊娠って、なかなか難しいんだな）

　一日の勤務を終え、築浅のアパートの二階の家に辿り着き、トイレの中でぼんやり考える。もう今月の生理は、ほとんど終わっている。月経は二十八日周期でしっかり来るし、基礎体温だってキレイに二相にわかれて排卵日の前の体温はグッとわかりやすく下がる。妊娠への体の準備は整っているはずだった。

（先月も、排卵日にちゃんとエッチしたよね……。あの時、清和くんすごかったな。二回くらい中に出してもらったし……）

　ぼんやりと考えていると、その日の激しかったエッチを思い出してしまった。思わず、頬が赤くなる。

　

　清和くんとの出会いは、私が学生の頃の年末に、おせち料理を詰める短期のバイトに入った時だった。おせちの重箱にひたすらに伊達巻きを詰めていくという単純作業で、それでも初めてだった私は、ベテランパートさん揃いのラインの流れになかなかついていけず、その当時は新卒で、ラインの責任者だった清和くんにいっぱいフォローしてもらっていた。

　その時は二人とも、食品工場らしく白の作業着上下で、髪も全部隠すような帽子をかぶり、大きなマスクもしていたから、ただ単に「優しい人だなぁ」なんて思っただけだった。でもその後、廊下ですれ違ったワイシャツの男性に親しげに挨あい拶さつされて、私は戸惑った。

「あれ？　わからないですか？　伊達巻きラインの、小泉です」

「えっ？　あ、す、すいません！」

　男性の変貌ぶりに本気で気づかず、私は反射的に謝っていた。マスクの下には、甘いマスクの、いわゆるイケメンが隠されていたからだった。

（すごく似てる俳優さんいるよねぇ……、名前、なんだっけ……）

　頭の中でいろいろ思い出してみるけど、いまいち名前が出てこない。でもとにかく、その時の清和くんはかっこよかった。背丈は百七十少しくらいなのでそこまで高くはなかったけれど、とにかく頭が小さくて手足が長い。少し微笑んだような垂れ気味の柔和な目と、キレイに整えられた眉、すっと通った鼻筋に、アヒル口ぎみに口角の上がった口元は、いたずらっぽさもあって、かっこよさとかわいらしさがバランス良く混ざっていた。

　正直、一目惚れだった。短期のバイトにしてしまったのを後悔しつつ、その後の大晦日までの三日間を、とにかく覚えてもらえるように仕事をがんばった。

　最終日はさすがに大晦日で忙しくて人手が足りず、小泉さんはラインの従業員みんなに残業をお願いしていた。私は小泉さんと一緒にいたくて、他のパートさんが渋る中、二つ返事で残業を引き受ける。

「ありがとうね、助かるよ！」

「はい！　がんばります！」

　小泉さんに喜んでもらえるのが、とても嬉しかった。残業をこなし退勤後、工場直通の送迎バスももうない中、埋め立て地の路線バスの時刻表を見ながら寒さに震えている私の前に、軽乗用車が横付けにされた。

「今日、大晦日だからバスあんまりないでしょ、良かったら駅まで乗ってく？」

　窓から顔を出したのは小泉さんで、私は思わぬご褒美に、内心で小躍りしながらその車に乗り込んだ。

（ちょっと迂う闊かつだったかな……、でも小泉さんなら、いい、かも……）

　そんな小娘の下心を無視して、小泉さんの車は最寄り駅のロータリーに停車した。

「着いたよ。大晦日までお疲れさまでした！　残業してくれて助かったよ〜」

「……はい。こちらこそ。では、良いお年を……」

　やっぱり、三つも下の女の子なんて、子どもに見えて興味ないのかな、とがっかりしながら車を降りようとする私に、小泉さんはスッと名刺を手渡してきた。

「良かったら、連絡して」

　運転席から照れくさそうに笑う小泉さんと目が合い、私は激しくうなずいていた。降りた後、もらった名刺の裏を見るとメルアドと携帯の電話番号が書かれていて、私は思わずガッツポーズをしていた。
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　その夜すぐ、私からメールを送り、あれよあれよと初詣デートも決まってしまい、その場で告白もされ、すぐにお付き合いが始まり、順風満帆に五年の交際を経て入籍まで至っている。

　裏話になるけれど、出会ったときの思い出で清和くんが、「本当は車乗せた後、新菜のことお持ち帰りしちゃおうかと思ったんだけどさ、俺の中の天使が勝ったんだよ……」なんて白状してくれたのも、今では笑って聞ける話だった。

（清和くんと出会ってからもう十年かぁ……、結婚ももう五年目なんだよね〜）

　結婚生活には何の不満もない。清和くんは相変わらず私を好きでいてくれて、めちゃくちゃ甘いし、私も、いつまでもかっこよくて、年を取るごとにイケオジになっていく清和くんが大好きだった。共稼ぎで順調に貯金も増えているし、経済的にも精神的にも余裕がある。理想の結婚生活と言ってもいいはずなのに、「子どもがまだいない」というのが、どうしても私の中で引っかかっていた。

　このまま、子どもがデキなかったら。そんなことも頭の中でシミュレーションしてみることもあった。そのシミュレーションの中では、お年寄りになった清和くんと私が、猫を膝に乗せながらお茶を飲んだりしていて、子どもなんかいなくても幸せなんじゃないのか、そう思う。

（でもやっぱり赤ちゃん、欲しいよね……）

　軽く下腹を撫で、ショーツにライナーをセットしながら、私は迫る次の排卵日について考えていた。

　

　次の日の勤務は中番で、安田さんは公休だった。お昼休み、休憩室で一人で果物を食べていた竹下さんの隣に座る。

「竹下さんこんにちは、もう悪阻ですか？」

「うーん、そうかも……、なんかご飯の匂いとかだめになってきて」

「あっ、隣で食べたら迷惑ですか？　すいません……」

　握ってきたおにぎりをケースにしまおうとする私の手を、竹下さんが止めてくれる。

「ううん！　今のとこ自分で食べるのがだめなだけだから、小泉さんは気にしないでね？」

「そうですか。では、失礼します」

　食べはじめる私の口元を、竹下さんが見つめてくる。私は単刀直入に、竹下さんに聞きたいことを質問していた。

「竹下さんって、三人目ですよね。私、四年くらい妊活してるんですけど、なかなかデキなくて。コツとかありますか？」

「コツ？　あはははは！」

　竹下さんが、手を叩きながら大笑いしはじめる。周囲で一緒に休憩してる女性達が、一斉に振り向く。

「すいません！　……あの、プライベートにがっつり絡からむんで、だめだったら流してください……」

　注目された恥ずかしさに小声でささやくと、竹下さんが笑いながら答えてくれる。

「コツとかないよ〜、しいて言えば、仲良しの回数を増やす、とか？」

　こそこそっとアドバイスを耳打ちしてくれる竹下さんに、私は真剣な顔で答えていた。

「……いえ、ソレは、いっぱいしてるんですけど……」

　やっぱり小声で返すと、竹下さんはいたずらっぽく笑っていた。

「あらそーなの〜、ノロケ、ごちそうさま！」

「もー、竹下さぁ〜ん！」

　女性ばかりの職場なので生々しい話もたまに出るけれど、からかわれるとやっぱり少し恥ずかしい。

「冗談冗談。でもね、仲良くしてればそのうちできるんじゃない？　小泉さん若いんだし。私なんかもう高齢出産よ〜」

「う〜ん……」

　下を向いて首を傾げている私を、竹下さんは昼食代わりらしい果物を摘まみながら、ニコニコと見ていてくれている。

「そだよね、別に、絶対に産まなきゃって訳じゃないけど、なかなかできないと焦るよね……。ウチは一人目はデキ婚で、えっいま妊娠するの!?　ってタイミングだったなぁ」

　竹下さんは何かを思い出すように、視線を宙にさまよわせた。

「どうなんだろうねぇ、ウチの旦那はヘタだし、おかげで女の子ばっかだし、回数は多いっちゃ多い方なんだろうけど……」

「女の子ばっかりなのって、理由あるんですか？」

　意味がよくわからなくて何げなく竹下さんに尋ねると、また楽しそうに笑顔を浮かべて、私の顔をまっすぐ見てきた。

「え？　だって、女の人が気持ち良かったら男の子、良くなかったら女の子、なんて言わない？」

「そ、そうなんですか？」

「まぁ、迷信程度のモノだとは思うけど〜。ウチはほんっと、旦那がねぇ……しょぼいから……」

「じゃぁ、ウチは男の子かなあ……」

　そんな話を聞いて、うっかり呟いてしまった独り言に、竹下さんはまた反応した。

「ちょっとぉ、小泉さんまたノロケ??　もうお腹いっぱいよ〜、あはは」

　手を叩いて笑う竹下さんに、休憩室中の視線が再び集まった。恥ずかしさに真っ赤になりながら、私は竹下さんの口を押さえる仕草をする。

「た、竹下さん！　笑いすぎです！」

　竹下さんは上がる口角を抑えるように唇を噛みしめ、持ってきた水筒からお茶を一口飲んだ。

「あー、笑ったわ〜……。ありがとうね、小泉さん。ちょっと気持ち悪かったんだけど、笑わせてくれたからすっきりしたわ！」

「笑わせた訳じゃないんですけどぉ……」

　唇を尖とがらせていると、竹下さんがいいこいいこをするように頭を撫でてきた。こういうのも、産んだら身につく母性なんだろうか。そんなことも考える。

「でも女の子はいいのよ。特に一人目はほら、一姫二太郎なんていうじゃない？　女の子の方が圧倒的に育てるの楽だもん。知り合いの男の子三人のママなんか、なんていうのか、やつれちゃって……」

「ええ……」

　今までは妊娠さえできれば良くて、特に赤ちゃんの性別へのこだわりはなかったけれど、そんな話を聞かされると最初の赤ちゃんは女の子の方が良いのかな、なんて考えてしまう。

「ま、なんにせよ女の子オススメよ〜、かわいい格好もいっぱいさせられるし。小泉さんも旦那さんと仲良くがんばってね！」

　トイレに行ってくるから、と竹下さんは立ち上がり、小さく手を振って休憩室を出ていった。私は小さくお礼を言って、食べ終わったおにぎりのラップを丸めながら、さっきの話を反はん芻すうしていた。

　

　その日は私の方が帰りが遅くて、清和くんは夕飯を用意して待っていてくれていた。

「これ、来月のウチの新商品候補なんだけど、商品開発の方からもらってきてさ、感想聞かせて。こっちがひじき入りコロッケと、ゆで卵入りポテトサラダ。……って両方ともじゃがいもだったな、ごめんな〜」

「ううん、いいよいいよ！　食費浮くし！」

　たまに持って帰ってきてくれる、清和くんの会社の新商品の試食は楽しみだった。お総菜の会社なのだけれども、デパ地下に入っているお店に卸したりもしていて、結構美味しい。今日のおかずのひじきコロッケはしょうゆ風味で、ソースをかけなくても炊きたてご飯によく合って、ついつい食べ過ぎてしまう。

「新菜はご飯、美味しそうに食うよな。俺、新菜のそういうとこ大好き」

　もりもりと食べる私を見て微笑みつつ、清和くんが私を褒めてくれる。顔がかわいいとかじゃないのかって、ちょっと複雑な気分だったけれど、私は嬉しくなってしまう。

「ありがとね。でも、清和くんの会社のおかずが美味しいからだよ〜！」

　もう一個のコロッケをご飯に乗せつつそう返すと、清和くんも嬉しそうにうなずいてくれる。二人だけのご飯も同棲時代を含めて六、七年にはなるんだけれども、清和くんと囲む食卓は相変わらず楽しい。

「そいやさー、先輩の社員さんなんだけど、三人目デキたんだって」

「……ふうん」

　どことなく元気なく、清和くんが短く返してくる。

「あのね、それで、ウチの一人目って女の子が良くない？」

「は？　なんで？」

　え？　と思った。清和くんの声が、怒ったときのように冷たかったからだった。仲はいいけれど、私たちだって夫ふう婦ふ喧げん嘩かくらいはする。その時を思わせる声が聞こえて、私は戸惑った。何か気に障ることを言ったのだろうか、と慌てて発言を振り返るけれど、よくわからなかった。

「……あのね、竹下さん、あ、さっきの先輩社員さんなんだけど、女の子の方が育てるの楽だって。私の実家は遠いし、お義かあ母さんやお義ねえ姉さん達も、いろいろ忙しいでしょ？」

　優しいお義母さんと、清和くんの三人いるお義姉さん達の顔を思い浮かべながら話してみるけれど、話を聞いてくれているのかもよくわからない。

「そう」

　やっぱり清和くんはなんだか機嫌が悪くて、私の言葉に生返事をしながら、夕飯を食べつづけていた。

「な、なんかね、女の人が気持ちいいと男の子がデキやすくて、逆にそんなでもないと女の子がデキやすいとかあるんだって！　おもしろいよね〜」

　重くなった食卓の雰囲気を変えたくて、冗談交じりに今日の竹下さんの話を受け売りしてみるけれど、清和くんはほとんど反応せず、自分の分のお味噌汁をおもしろくなさそうな表情で啜すすっていた。

　

　変な雰囲気のまま夕飯が終わり、私は後片付けに入る。Ｔシャツとジャージの短パンと、その上に水はね防止用のエプロンを着けて、シンクの前で食器を洗い始める。

（……どうして清和くん、機嫌悪くなったんだろ）

　リビングのソファに座り、スマホを弄っている清和くんの背中を振り返りながら、さっきの会話を思い出していた。

（なんだろ、女の子が欲しいって言ったから、だよね……。清和くんのエッチがあんまり気持ち良くないとか、そういう意味に聞こえたのかな？）

　スポンジで食器をこすりつつ、ぼんやりと理由を考える。

「きゃっ！」

　ぼーっとしていたせいか、清和くんがいつの間にか後ろに立っていたのに気づかず、エプロン越しにお腹に回された手を見て、びっくりして変な声が出た。

「ちょっとなぁに？　洗い物中だよ〜」

「……生理、終わったよね」

　私の質問に答えず、清和くんが低い声でささやいてくる。耳元で欲望を孕はらんだような、熱い、低い声を聞かされて、私の背中がびくりと跳ねた。

「お、終わったけど、ちょっと待ってよ、洗い物しちゃうからぁ……」

「待たない。女の子欲しいなら気持ち良くなくていいんでしょ、ここでさせて」

　やだ、なんて言うヒマはなかった。食器用洗剤の泡に塗まみれた両手をすすぐ間もなく、清和くんの手に下着ごとジャージのズボンを引き下ろされて、お尻が丸出しになってしまう。Ｔシャツもエプロンはそのままに大きくまくり上げられて、ノーブラのまま放り出された乳房がぷるんと揺れた。谷間に食い込むエプロンの生地に戸惑いながら、逃げようと体をくねらせるけれど、シンクと清和くんの体の間に挟まれて、どうしても抜け出せない。

「えっろ……。全裸にエプロンよりエロいよ、新菜」

「やぁんっ！」

　ぐ、と清和くんは私の胸を後ろから持ち上げるように揉みこんできた。ジャージの短パンと下着は脚に絡まったままで、私の動きを制限してくる。
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「手、止まってるよ。気持ち良くなくていいんならさ、お皿洗い続けなよ」

　好き放題に弄られて、私の中に負けず嫌いの気持ちが湧いてくる。

（もう！　清和くんのわがまま！　負けないもん！）

　唇を噛むと、私はおっぱいをわしづかみにされた体勢のまま、スポンジに洗剤を足して洗い物を再開する。

「ふーん、できるんじゃん」

　清和くんはごそごそ動いてた、と思ったら下着を脱いでいたようで、私の尾てい骨の辺りに熱くて硬いナニかが押しつけられる。

（ちょ、ほんとにここでするの……？）

　戸惑いながらも、意地になってお皿をこすり、汚れの混じった泡を洗い流しつづける。清和くんの指が動いて、おっぱいの尖端の硬くなりはじめた乳首を形が変わるほどにひっぱってくる。

「っ、んんっ！」

　びくり、と体が動き、洗っていたお茶碗をシンクに落としそうになってしまった。お尻の割れ目には相変わらず清和くんのソレが、身じろぎに反応しては脈打っていた。

「ほら、気持ち良くちゃ、女の子妊娠できないよ。産み分けがんばるんでしょ？」

「清和くんのバカ！　いじわるぅ……っ！」

　どんどん荒くなる呼吸を隠したかったけれど、言葉を発すると自然に熱い息が漏れた。清和くんの右手は乳房を離れておへそをたどり、私の陰毛をかき分けていく。

「気持ち良くなっちゃだめなのになぁ？　新菜？」

　くぷ、と陰核の下の割れ目に、清和くんの指が潜もぐっていく。自分でもわかるくらいに、私のアソコは愛液でもうぬるぬるで、何の抵抗もなく男性の太い指を秘裂の隙間に受け入れていた。

「……きゃ、あぁっ！　もぉ、おっ！」

　入り口の内側の敏感な箇所をくるりと指を回すように撫でられて、自然と悲鳴が出てしまう。侵入を拒もうと内ももを閉じようとするけれども、下半身から力が抜けはじめ、正直、立っているのもやっとだった。

（感じちゃだめ……、洗い物、しなきゃ……）

　必死になってお湯を出して、泡だらけの食器をゆすごうとするけれど、今度はお尻の隙間から、女性器をこすりあげるように陰茎を突き込まれ、その刺激に、がく、と上半身が落ちる。

「ほら、素股。これくらいなら大丈夫でしょ？」

　ちょっとエスっけも含んだ清和くんの、そんな追い詰めてくる言葉を、真っ赤になった耳たぶにささやかれて、首筋に甘く微かな電流が走った。清和くんの指にクリトリスを剥き出しにされて、敏感なソコを後ろからコツコツと小突くように亀頭でこすられて、溢れていく快感に私は堕ちそうになっていた。

（もうっ、ダメなのにぃ！）

「き、気持ち良くなんか、ないもんっ！」

　私が叫びながら振り返ると、清和くんのいたずらっ子みたいな瞳と視線が合わさった。

「そうか〜、気持ち良くないなら、これも平気だよね？」

　清和くんの腰の角度がずらされて、私の濡れそぼった膣口に、熱い男性器が押しつけられた。それは一瞬止まった後、狭い膣肉を割り開き、力強く私の胎内に侵入してくる。

「んんんっ、く、ぅ……！　もぉ、こんなの、平気だしぃ……！」

　今までしたこともない、日常と繋がった場所でのセックスに、私の頭が混乱していく。

（あれ、平気、ってなんで？　なんか、私、訳わかんな、く、なってるぅ……）

　ぐ、と力任せに突き上げられて、私は台所のシンクの前で後ろから深々と貫かれていた。衝撃に膝ひざが緩み、がに股のようないやらしい体勢になってしまうが、恥ずかしいと思う余裕も今の私にはなくなっていた。

「やっばい。無理やりっぽくて興奮する……」

　荒い息を吐き出す清和くんが、そんなことをぼそっと呟いた。私は出しっぱなしの水道を止めようとするけれどうまくいかず、シンクに手のひらをつき、肉孔に突き込まれた灼熱の杭の圧迫感に堪えていた。

「あ……、ぅ、ぅっ……」

　後ろから手が伸ばされて、清和くんの手が蛇口を締める。今まで水音に混じり聞こえなかった自分の熱い吐息や、股間から聞こえる、ぐちゅ、という湿った音が響き、混乱した私の耳を犯していく。

「……新菜、こういうのも好きだったんだ？」

「ち、違う、こんなの、気持ち良くない、もんっ……、んあああっ！」

　清和くんの台詞に、反発するような言葉を返すと、容赦なく後ろから恥ずかしい穴を抉えぐられる。立ったまま、後ろから突かれるのなんか、経験したことがない。知り合って十年、何千回と清和くんとはセックスしてきているはずなのに、初めての快感が背中をビリビリと走り抜けていった。

「気持ち良くないのか、じゃ、こんなのしても大丈夫だよねぇ？」

　欲望を咥え込み、ぱつぱつに広がった小陰唇の端をなぞり、清和くんの指が、尖った陰核を強く摘まんだ。

「やあっ、ひゃんっ！」

　裸エプロンに近い格好で背後から貫かれる私の、一番敏感な中心に与えられたその刺激に、体が大きく震えた。

「こら、新菜。気持ち良くなったら女の子産めないよ？」

　諭すような清和くんの、あくまでも優しげな声に、私の理性が少し戻ってくる。

（そうだ、感じちゃ、いけないんだった……）

　歯を食いしばるけれど、始められた抽送と、しこったクリトリスを扱しごかれるその快楽に、再び理性の糸が切れそうになる。じゅぽじゅぽと涎のように愛液を垂らす肉孔をかき回され、肉の豆を摘ままれ、押し込まれ、細かい振動を加えられ、すぐに私は陥落してしまった。

「くふ、んああ、もぉ、きよかず、くぅん……っ！」

「あー、気持ち良くなっちゃったね、男の子、妊娠しちゃうかな？」

　そんなことを嬉しげに呟きながら、清和くんは空いた左の手で揺れる乳房を思いっきり揉みしだく。

「やだぁ、おんなのこがっ、いいのぉ……っ、こんなの、きもちよくないもん！」

　そう、喘ぎ声を吐き出した瞬間、まるで黙れ、とでもいうように清和くんの尖端が私の奥を突き上げた。そしてクリトリスも激しく揺さぶられて、私の内壁がびくびく痙けい攣れんする。

「こうすると新菜、イッちゃうもんな〜？」

「んあああ、っ、あうう、んんっ！　い、イッてないからぁ……！」

　言葉とは裏腹に、背中を反らしながら私は軽く達してしまった。弱いオーガズムの余韻に息を弾ませる私に、清和くんが後ろから声をかけてくる。

「イッちゃった？　やらしいお母さんだね〜、男の子確定かな？」

「ひ、ひが、う、もん、イッてないもん……っ」

「ふぅん、じゃ、もっとしても平気かな」

　清和くんにささやかれる不穏な言葉の意味を、快楽にぼやけた頭は理解できない。どういうことなんだろう、なんて考えた次の瞬間、双丘を割り開くように掴まれ、私はつま先立ちになりながら、無様にお尻を突き出すような格好にされる。

「え、っ？　や、やああ、あっ、ああっ、あんっっ！　ひゃああん！」

　今までの膣内を突き上げられるような動きから、今度は奥をかき回されるような、そんな動きに変化する。絶頂に達したばかりで、どんな刺激も快楽に変換してしまうようになった膣内の粘膜は、その激しい動きに止めどなく性感を吐き出しつづけ、私の全身を甘い電流が駆け抜けた。
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「イッてないなら、こんなの平気でしょ？　ほら新菜、産み分けしたいんだろ？」

　そんな意地の悪い清和くんの言葉も、どこか遠くから聞こえるほどに私の中に快楽の奔流が荒れ狂う。

「や、やぁあっ、ごめんな、さいっ、イッてる、から、イキっぱなしなのぉ、休ませてぇ……！　あ、やん、やあんっ、んんっ、んっ!!　んあああああ!!」

　　痙攣する媚肉は、抜き挿しされる熱い肉茎を、一定のリズムで締め付けて、奥へ奥へと誘うように蠢うごめく。

（イっちゃ、ダメなのにぃ、もぉ、イク、い、イク、イクぅ……っ！）

「俺、男の子が欲しいんだよね、っ……、ほら新菜、ココ気持ちいいでしょ？」

「きもちいいからぁ、も、そんなしちゃダメぇ……、奥、おく、コンコンしちゃ、いや、そこ、だめ、だめ、あ!?　またぁ……っ!!」

　がくん、と私の首と背中が大きく跳ねた。清和くんの尖端は、私の中のいいところの全部を抉えぐって擦りあげて、自分の意思とは無関係に胎内がビクビクと収縮してしまう。まるで、精子が欲しいとでも言うようなその動きに、清和くんも低く呻いて私の中に注いでくれた。

「くっ、にいな、好き、すき、俺の子ども、産んで……っ！」

　後ろからぎゅうっと抱きしめられて、おなかの奥に生暖かい液体が広がっていく感触を、はっきり意識できた。

（あ、出てる……、でてる……っ……）

　そんな刺激にも、意識がもうろうとする程の快感を与えられてしまい、私は大きく体を震わせた。ガクガクと深い絶頂の余韻に震える体を持てあまし、私は台所の床にへたりこんでしまう。助け起こしてお風呂まで連れていってくれたのは清和くんで、いつもどおりに優しかったはずなのに、違和感を抱いだいてしまう自分がいるのが不思議だった。

　

　一週間後の昼休憩、休憩室のはしっこで私はまた安田さんとご飯を食べていた。けれども、気分は沈んでいた。原因は清和くんとのエッチだった。今までの清和くんとのエッチは、普通にお互いに布団に潜り込んだ後、なんとはなしにいちゃついて、キスして、という普通の穏やかな流れだったのに、この一週間くらいはやたら乱暴になっている。最初の台所での立ったままのエッチのあと、例えば玄関で出迎えた途端に押し倒されて、そのまま硬いフローリングの上で最後までされたり、洗濯物を干してる最中に部屋に引っ張りこまれて、サッシのガラスに押しつけられて、外から見えそうな体勢でやっぱり最後までされたり、そんな感じだった。その行為が乱暴で嫌で痛かったりしたら私だって抵抗できるのだけれど、悔しいことにそういった清和くんとのエッチは全部気持ちが良くて、最終的には何回も中に出されて私がイって終わってしまう。

（どちらかというと、イかせたい、つまりは男の子が欲しいって感じかな……？）

　昨夜もリビングのソファで襲われて、いわゆるまんぐり返しの体勢で二回も中に注いでくれた感触を思い出してしまい、私は腰をモジモジさせる。

「……どしたの？　トイレ？」

　ぼんやりしてた私に安田さんが声をかけてくれて、はっと現実に引き戻された。

「ううん！　大丈夫！」

　安田さんが心配そうにしてくれるのも、なんだか恥ずかしい。

「……あのさ、なんだかウチの旦那さんが、男の子にこだわってるんだけどさ、なんでだろうな、って考えてて……」

　産み分けの、何度もイッてしまうような激しいセックスのことは言わずに、それとなく安田さんに相談を聞いてみる。

「小泉さんの旦那さん、男の子が欲しいって言うの？」

「んー、どうもそれっぽいみたいで……」

「エッチとか、激しくされちゃう、みたいな？」

　そのものずばりな安田さんの返事に、私の顔が真っ赤になってしまう。

「え!?　ちょ、待って待って！」

　図星を当てられて、焦って否定しようとするけれどうまくいかない。顔の前で必死で手を振るけれど、安田さんにはバレてしまっているようで、私はすぐにうなずくしかなくなってしまった。

「……うう……、そうです……」

「そうよね〜なんかね〜、さっきからお尻くねくねさせてるし、お肌はぷりぷりだし、これは幸せなエッチをしているな〜、なんて思ったから」

「……う、恥ずかしい……」

　大きくため息を吐きながら、私は休憩室のテーブルに突っ伏した。

「ほら、男女の産み分けって、なんか激しいと男の子が生まれやすい、とか聞くじゃない？　旦那さんそうなのかな〜って」

　安田さんの洞察力に感服しながら、私は大きくうなずいた。

「そうなの！　なんかさ、私が一人目は女の子がいいって言ったのが気にくわなかったみたいで、すっごい激しくされちゃって〜」

「小泉さんのその悩み、困ってるんだかノロケなんだかわかんないなぁ」

　笑いながら言われ、私は慌てて反論する。

「困ってるんだってぇ！　なんでだろ、私は女の子がいいのに、なんだかやたらこだわっちゃって。別にエッチのこと、けなしたわけじゃないのにな〜」

「うんうん。でもなんで女の子がいいとか、ちゃんと話したりしてる？　小泉さん、本当はどっちが欲しいの？　子どもはなんのために欲しいの？」

　安田さんの言葉に、私は思わず息を飲み込んだ。女の子が欲しいのは、それが楽そうだからで、本当は、私は。

「……女の子は楽だって聞いたから……、かな。それにだって、結婚したなら子ども欲しくて当然じゃない……？　今はタイミングもいいし、二十代のうちに産みたいし……」

　改めて言葉にしてみると、自分の身勝手さや浅はかさが浮き彫りになってしまう。

「小泉さんて旦那さんと結構長いし、あとさ、仲もいいじゃない？　仲いいとさ、お互いに相手に甘えちゃって、これくらいなら言わないでも、ってなっちゃうんだよね〜。ウチ、去年とか、それで離婚寸前のド修羅場になったりしてたし」

「うっ……」

　清和くんは優しくて、それが居心地良くて、大好きで、でも、ちゃんとした自分の気持ちなんか、ほとんど言ったことがないのかも知れない。そんなわがままな自分に気づいてしまい、うまく言葉が返せなくて、私は黙り込むしかなくなっていた。

「ね？　旦那さんがなんで男の子が欲しいかとか、私にはわかんないからさ、いい機会だと思って話してみなよ。ほんと、気持ちのすれ違いとかさ、いつの間にか大きくなったりしちゃうもん」

　安田さんの遠くを見るような視線の意味は、そういうことなんだろうな、と頭の隅で考える。どんなご夫婦だって、いろいろあって、それを二人で乗り越えていっている。理解はしていたつもりのことが、実感となって私に押し寄せてきた。

　

　そうだ、ちゃんと、清和くんと話し合おう。

　午後の仕事は心ここにあらずで、ずっと清和くんと話したいことを考えつづけていた。

　私は、ただ、大好きな清和くんの子どもが産みたいだけってこととか、本当は男の子でも女の子でもどっちでもいいこととか、もし子どもがデキなくても、それはそれで幸せになれるとか、ちゃんと伝えよう。

　私は清和くんのことが好きで、清和くんと一緒にいたくて、そこに子どもがいたら楽しいんだろうけれど、二人きりでも楽しく過ごせる、そうに決まっている。

　そんなことをつらつらと考えながら、私は家で清和くんの帰りを待っていた。

　繁忙期ではないので、清和くんは定時に帰ってくる。別に禁止したりもしてないし、連絡さえくれれば飲みにいったりしてもいいのに、だいたい清和くんはまっすぐ家に帰ってきていた。

「ただいま」

　帰ってきた玄関の気配に私は飛び出して、満面の笑みで清和くんを迎えてみる。いつもより愛想のいい私にちょっとびっくりしたみたいだったけど、すぐに笑って私の頭を撫でてくれた。

「おかえり！　今日は豚の生姜焼きにしたよ、ご飯すぐ食べる？」

「うん、食べるよ」

　ネクタイを緩ゆるめつつ、清和くんは寝室に入っていく。ちゃんと気持ちを言おう、そう繰り返しながら、私は夕飯の準備をするべく台所に戻っていく。

　玄関でも台所でも、今日は清和くんが押し倒してくることはなかった。夕飯も終わり、今日は清和くんがお皿洗いをしてくれている。私はその間に風呂桶を洗い、肌着やパジャマの準備をしていた。

　お皿洗いが終わった後、お風呂もそれぞれで入り、夜の自由時間になる。二人でソファに腰をかけてテレビの映画を見はじめるけれど、私は映画の内容はあまり頭に入ってこないでいた。ちゃんと清和くんと話し合わないといけないって、そればかりを考えて、話しかけるタイミングを見計らう。

「……新菜、ごめんな」

　ＣＭが入り、話しかけるぞと意気込んだ瞬間、清和くんにそう呟かれて、私は出鼻をくじかれた。

「えっ、何、なんで謝るの？」

　意外な言葉に焦るけれど、清和くんは苦しそうな真面目な表情になって、私をぎゅっと抱きしめる。

「だってこの一週間、俺、新菜にひどいことしてたな、って。なんか、無理矢理エッチしちゃったり、イヤだっていうの無視して何度もイかせちゃったり……」

　清和くんの長い腕に囲われるように抱かれて、私の胸が熱くなった。泣くつもりなんてなかったのに、自然と鼻の奥がつんとして、涙がぽろぽろこぼれてしまう。

「いいの！　いいの、私も、悪いこと言ってたから……」

　鼻水を啜りながら清和くんを見ると、やっぱりなんだか瞳が潤んでいるようで、お互いに顔を見合わせつつ笑ってしまう。

「ダメだな、俺、めちゃめちゃ涙もろくなってるな……、年だなぁ」

「だってもう、出会って十年だもん！　年もとるよ！」

　テーブルの上のボックスティッシュを引き寄せて、清和くんに差し出し、自分もついでに涙を拭き取る。

「あのね、今までありがとう、これからも一緒にいてね、大好きだよ」

　そこまで言うと、清和くんの顔がゆっくり近づいてきて、深々とキスをされてしまう。

「俺も、好き。ずっと新菜と一緒にいたい」

　そのまま力強く抱きしめられて、心の中に幸せな気持ちがぶわっと広がっていった。熱い清和くんの胸板が気持ちいい、男の人らしい、ごつごつした腕が気持ちいい。負けじと私も背中に腕を回しつつしがみつけば、もっともっと強い力で抱きしめ返される。

「俺のな、母さん、ほんとは四姉妹が良かったんだって。なんか小説の影響でさ」

　ぽつり、と私の耳元で清和くんがささやいてきた。

「でもさ、四人産んで、最後が俺で、すごいがっかりされたみたいで。赤ん坊の頃は姉ちゃん達のお下がりの女の子服ばっかり着せられてて。おまけに父さんはずっと単身赴任だったから、女四人の男一人でさぁ、ほんとガキの頃は地獄だったんだよなぁ……、別に虐待とかじゃなかったけど、家にいづらくて。なんで俺、女に産まれなかったんだろうな、みたいな」

　十年付き合って、結婚までしてるのに、清和くんのそんな話は初耳だった。私の知っているお義母さんは、すごく優しくて、実の娘であるお義姉さん達と同じようにかわいがってくれている。でも、それも、もしかしたら、欲しかった四姉妹の代わりなのかもしれない。

「……うん。大変だったね」

「そう、大変だった。それでこの前さ、新菜が『産むなら女の子』みたいに言ったときに、自分の昔のこととか思い出して、俺は男の子がいいって、頭に血が上っちゃってさぁ」

　清和くんは抱きしめていた腕を緩め、どことなく苦しそうな表情で、とつとつと話しかけてくる。

「自分の作った男の子を、かわいがって育ててやりたい、なんてそう思ってたんだけど、でもそれって、別に女の子でも変わらないよなぁ、かわいがって育てればいいかって考えちゃって」

　にこり、と清和くんは無理に口角を上げたような、ぎこちない笑顔を見せる。そんな表情を見たのも初めてで、胸がぎゅっと締め付けられた。

「で、俺、新菜にひどいことしてたな、って反省した！　ごめんな！」

「ううん、ううん……、大丈夫！　あのね、私も謝らなきゃいけないし」

　何を、と清和くんが小首を傾げて声に出さずに聞いてくる。

「子どもね、赤ちゃん、確かに欲しいんだけど、あのね、私は清和くんと一緒にいられたら、ずっと二人でもきっと幸せなんだよ。今までこう、妊活とか言って流行に乗っちゃってたけど、これからはのんびり、デキるの待とう？」

「うん。俺も、新菜がいてくれたらそれでいいよ。子どもはそれはそれで欲しいけど！」

　ほっとしたように柔らかな表情を浮かべて、清和くんが笑ってくれた。いつもの清和くんに戻ったな、と思うと同時に、考えていることを話してみて良かったな、なんてそう過よぎる。

「へへ……、新菜。今日は優しくするから……」

　ちゅ、と軽いキスをされて、寝間着の中に清和くんの指が入ってくる。

「あの、あのね」

「ん？」

　おでこと頬と唇と、清和くんは私の顔にキスの雨を降らせながら、髪をゆっくりと撫でている。この一週間みたいな激しくてちょっとエスっぽいエッチも好きだけど、こうやってのんびり、慈しんでくれるようなエッチも好きだ。というか、私は清和くんとなら、なんでも好きなんだろうな、なんて思いつき苦笑してしまう。

「愛してる、清和くん……」

「俺も、大好き、愛してる、新菜……」

　本当は、今日は排卵日なんだって言おうと思ったけれど、やっぱりやめた。赤ちゃんなんて授かり物なんだから、仲良くしてればそのうちデキるだろう。

「んん……っ」

　ソファに仰向けになり、のし掛かってくる清和くんの唇が、私の剥き出しになった乳首を優しく吸った。ふわふわとした緩い性感が気持ちいい。薄い部屋着をお互いに脱いで素っ裸になり、テレビも消して、お互いを見つめ合う。

「触るよ」

　指を舐めて唾液で湿らせ、清和くんが私の下半身の中心を撫でるようにこすってきた。そんな刺激も心地よく、私も清和くんのおなかから脇腹を撫でて、肩口にキスをする。

「っ、は……、あ……」

　ぬるりと、唾液と愛液で濡れた指を膣口に挿入されて、体が震えた。くちゅ、くちゅとゆっくり抜き挿しされ、親指でクリトリスをぐにぐにと揉まれ、気持ちが良くて堪らない。

「清和くん、好き……、あのね、すごく気持ちいい、から……」

　にこ、と清和くんが笑い、顔が下がって私の女性器を覗き込むようにされる。羞恥が湧き起こるけれどぐっと我慢して、太ももをがんばって開いていった。

「新菜が気持ちいいと、俺も気持ちいいよ？」

　そんな言葉の後、清和くんの舌がクリトリスを掠かすめ、強く引き出すように吸われてしまった。

「あ、やぁあああっ、ん！」

　きゅ、きゅ、と吸われて硬くそそり立った陰核の尖端を、清和くんの舌がまるで味わうように丹念に舐めてくる。その舌は、クリトリスだけでなく小陰唇も割り開いて、愛液の溢れる膣口へと沈められた。

「ひゃ、あっ、きもちい、それ、好きぃ……」

　まるで別の生き物のように沿わされる清和くんの舌は、私の一番恥ずかしい箇所の隅々までを舐めあげ、その気持ち良さに譫うわ言ごとのような嬌声が漏れてしまった。

「あ、んっ、んんっ！　ん、ん、くぅぅぅっ!!」

　吸い込むような勢いで強く陰核を刺激され、もう、声が抑えきれない。女性器の奥からは止めどなく粘液が分泌され、頭の中にその単語しか浮かばなくなってくる。

「あの、ね、きよかず、くん、欲しい、欲しいの……っ」

　体をくねらせ、腰を持ち上げてくいくいと押しつけながら、私ははしたない言葉を放った。顔を上げた清和くんは嬉しそうに笑うと、勃起しきった自分の陰茎を、私の秘裂へと押しつける。

「新菜、一つになろ？」

　ぐ、と腰を進められて、私の穴は簡単に開き、清和くんの自身を飲み込んでいった。

「んく、う、うぁあ、あっ、あ──、あ、ああぁ……」

　清和くんと、一つに、なりたい。

　狭いソファーの上、正常位で挿入されて、私は苦しい体勢の中、必死に清和くんの広い背中にしがみついた。気持ちがいい。大好き。愛してる。そんな言葉が頭の中に浮かんでは消えていき、そして蕩けていった。
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「動くから、ね。俺、もう、保もたないかも、だし……っ」

　二つ折りのような体位をとらされて、ぐちゅ、と体重をかけて突き込まれ、私の息が詰まった。それでも、苦しさよりも多幸感の方が勝まさってしまう。

「すき、すきぃ、きよかずくぅん、ん、んあ、あっ、あう、ううう、ん、っ……」

「ごめ、気持ち良すぎ、にいなのなか、きもち、い、あ、っ、やば……っ!!」

　ごつ、と奥に突き入れられた瞬間、弾けたように子宮口にぬるい飛沫が浴びせかけられる。いつもよりずっと早い清和くんの吐精を、ちょっと意外に思いながらも、自分で気持ち良くなってくれたことがとても嬉しかった。

「あ、あぁ──、あ……、あはは……」

「うう……、俺、なんか今日めちゃ早い、よな……、やばかった、今日の新菜、気持ち良すぎた……」

　バツが悪そうな顔で、萎なえた陰茎を引き抜く清和くんを見ていると、心の奥底から愛おしさが湧き起こってきた。こんな大好きな人に出会えたこと、そして交際して結婚して、一緒にいられていること、すべてに感謝する。

「……大丈夫だよ、気持ち良かったよ、ありがとう」

「えっ、俺の方がありがとうだよ、ほんと……。ごめんなー、次はもっと気持ち良くするから！」

　ティッシュペーパーで後の処理をしつつ、清和くんがぼそりと呟いた。そして、汗にまみれた体で覆い被さるようにまた抱きしめられ、愛おしそうに髪をゆっくり撫でられる。私はそんな仕草にもまた、幸せを感じて、強く抱きしめ返したのだった。

　

　数カ月後のある日、私は産婦人科でエコーを受けていた。横たわる私のお腹は月齢よりもだいぶ膨れていて、横に座る付き添いの清和くんは、心配そうに見守ってくれている。

「……そうですね、小泉さんは多胎児、双子ちゃんなんですけど、たぶん、これは、男の子と、女の子、かな……」

　技師の女性が、器具を私のお腹に滑らせながら、何枚かエコー写真を記録してくれている。指し示された箇所を見てみると、一方の赤ちゃんの脚の間にははっきりと小さな尖りが見えるし、もう一方の赤ちゃんの方には小さな二つの盛り上がりが見えていた。

「すごいね、清和くん、男の子と女の子の双子ちゃんだって！」

「はー、すごいですね、今はもうこんなに見えるもんなんですね……」

　別のところで感動している清和くんに苦笑しつつ、私達はエコー室を後にして、産婦人科の待合室に戻っていった。まだ医師の診察を受けるまでは少しかかるみたいで、待合室にはマタニティーマークをつけた妊婦さん達がいっぱいいる。少し前までは、自分が妊婦になってこの中に入ることに強い憧れがあったけれど、なんだかそれも大昔の事のような気分だった。

　今日は、私の妊婦健診だ。週数を指折り数えると、たぶんあの日、私は妊娠したのだろう、そんな計算になる。

「……なぁなぁ、男の子と女の子だったな、ウチのちびちゃん達」

　清和くんはすっかりお父さんの顔になって、私のお腹に優しく手のひらを当てている。

「まさか、双子の、男の子と女の子なんて、ねぇ……、なんだか、産み分けエッチだなんだって、揉めちゃったのが不思議な気分になってくるね」

　私は笑顔を返しながら、清和くんに話しかける。

「うーん……、そっかぁ、男の子と、女の子か。女の子の方はあのエッチで、男の子の方はその前の日の、かな……」

　清和くんは私の声が聞こえているのかいないのか、小さな声で妙なことを言っていた。私はそんな清和くんの脇腹を小突き、背筋をしゃんと伸ばさせる。

「ちょっと！　もぉ〜」

　少しおバカで、エッチで、かわいくて、カッコよくて、そして私のことを大好きな清和くんなら、きっといいお父さんになってくれるだろう。

　『小泉さん、三番診療室にお入りください』

　天井のスピーカーから、私達を呼ぶ声が聞こえて、先に立った清和くんが私の手を取り、立たせてくれる。

「うー、今からこんなにお腹が重かったら、臨月とかどうなっちゃうのかな……」

「そん時は、俺に頼ってよ。絶対、俺は新菜の傍にいるからさ！　双子だから、って人事にごり押しして、何カ月か育休も取るしさ！」

「うん、産まれたら頼りにしてるよ、お父さん！」

　手を繋ぎながら診察室に向かっていく。双子とか予定外ではあったけれど、きっと清和くんと一緒なら大丈夫だろう。

　二人で、そして子どもたちと一緒に幸せな家庭を築いていこう。そう心に誓いつつ、私は清和くんの手のひらをしっかり握りしめた。
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